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４ 社会動態 

   

３月は転出超過、４月は転入超過     
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社会増加  ２５市町村    社会減少  ５１市町村    増減なし １市 

社会動態を市町村別にみると、25 市町村で社会増加、51 市町村で社会減少となっています。 

社会増減率が最も高いのは、御代田町の 1.70％で、以下 野沢温泉村 1.37％、泰阜村 1.32％の順となって

います。一方、最も低いのは、小川村の△2.25％で、以下 平谷村△2.16％、筑北村△1.76％の順となってい

ます。（６ページ 表３） 

令和元年中の社会動態をみると、県外（国

外を含む）からの転入者数は 38,323 人で前年

に比べ 59 人増加し、県外（国外を含む）への

転出者数は 39,469 人で前年に比べ 1,435 人

増加となりました。この結果、届出者数でみる

と、転出者が転入者を 1,146 人上回り、転出超

過となりました。 

このほか、その他増減(職権による記載、消

除)が 942 人減少し、これを加えた社会動態は

2,088 人減少しています。 

図８では、届出のあった転出入者にその他

増減を加味した数値を示していますが、平成

13 年からは 18 年連続して社会減となっていま

す。（図８、５ページ 表２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年の各月の社会動態をみると、就学

や就労等による異動が多い 3 月と 4 月にかけ

て、転入者数、転出者数がともに多くなってい

ます。 （図９） 

図９ 月別社会動態(転入－転出) 

図８ 社会動態の推移 
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国外からの転入者が２６．０％、転出者の１９．７％が東京都へ 

転入者の従前地をみると、国外が 26.0％で最も多く、次いで東京都が 15.2％、以下、神奈川県、愛知県、埼

玉県、千葉県の順になっています。 

転出者の転出先をみると、東京都が 19.7％で最も多く、次に国外が 16.8％、以下、神奈川県、埼玉県、愛知

県、千葉県の順になっています。従前地の 33.7％、転出先の 42.0％が東京圏となっています。 （表６） 

 

表６ 都道府県別移動者割合（令和元年）        

従　前　地 総数（人） 構成比(%) 転　出　先 総数（人） 構成比(%)

1 国 外 9,952 26.0 東 京 都 7,761 19.7

2 東 京 都 5,818 15.2 国 外 6,635 16.8

3 神 奈 川 県 2,781 7.3 神 奈 川 県 3,706 9.4

4 愛 知 県 2,599 6.8 埼 玉 県 3,115 7.9

5 埼 玉 県 2,538 6.6 愛 知 県 2,824 7.2

6 千 葉 県 1,759 4.6 千 葉 県 2,007 5.1

7 新 潟 県 1,139 3.0 群 馬 県 1,203 3.0

8 群 馬 県 1,092 2.8 静 岡 県 1,079 2.7

9 静 岡 県 963 2.5 新 潟 県 1,075 2.7

- そ の 他 9,682 25.3 そ の 他 10,064 25.5

- 合　　　　　計 38,323 100.0 合　　　　　計 39,469 100.0

順　位
転　　　　　入　　　　　者 転　　　　　出　　　　　者

 

 

転入者数、転出者数ともに２０歳～２４歳が最も多い 

（令和元年）　
増減

a （人） 構成比（％） b （人） 構成比（％） a-b （人）

1,841 4.8 1,582 4.0 259
1,117 2.9 1,029 2.6 88

579 1.5 632 1.6 △ 53
2,119 5.5 2,981 7.6 △ 862

うち 18 ～19 1,779 4.6 2,633 6.7 △ 854
8,287 21.6 10,192 25.8 △ 1,905
7,334 19.1 7,436 18.8 △ 102
4,760 12.4 4,508 11.4 252
3,197 8.3 2,845 7.2 352
2,368 6.2 2,132 5.4 236
1,836 4.8 1,780 4.5 56
1,285 3.4 1,309 3.3 △ 24

962 2.5 902 2.3 60
836 2.2 551 1.4 285
601 1.6 422 1.1 179
406 1.1 328 0.8 78
276 0.7 261 0.7 15
519 1.4 579 1.5 △ 60

38,323 100.0 39,469 100.0 △ 1,146計

35～39
40～44
45～49
50～54
55～59

25～29
30～34

65～69
70～74
75～79
80以上

転入者数 転出者数

表７　年齢５歳階級別社会動態（県外移動）

年齢階級
（歳）

0～4

60～64

5～9
10～14
15～19

20～24

 

年齢５歳階級別の転入者数をみると、20～

24 歳が 8,287 人（21.6％）で最も多く、次いで

25～29 歳 7,334 人（19.1％）、30～34 歳 4,760

人（12.4％）の順となっています。 

転 出 者 数 は 、 20 ～ 24 歳 が 10,192 人

（25.8％）で最も多く、次いで 25～29 歳 7,436

人（18.8％）、30～34歳4,508人（11.4％）の順

となっています。 

増減をみると、転入超過は 35～39 歳が 352

人で最も多く、以下 60～64 歳 285 人、0～4

歳 259 人の順となっています。 

一方、転出超過は 20～24 歳が 1,905 人で

最も多く、以下 15～19 歳 862 人、25～29 歳

102 人の順となっています。 

（表７） 


